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Ⅵ-1 説明書 

Ⅵ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

Ⅵ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

Ⅵ-1-1-5-7 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉格納施設） 

Ⅵ-6 図面 

8.3.2 原子炉格納容器安全設備 

8.3.2.1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）） 

・第 8-3-2-1-1-1 図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（原子

炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その１） 

・第 8-3-2-1-1-2 図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（原子

炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その２） 

・第 8-3-2-1-1-3 図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（原子

炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その３） 

・第 8-3-2-1-2-1 図 原子炉格納容器安全設備系統図（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その１）（設計基準対象施設）

・第 8-3-2-1-2-2 図 原子炉格納容器安全設備系統図（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その２）（重大事故等対処設備）

・第 8-3-2-1-2-3 図 原子炉格納容器安全設備系統図（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その３）（設計基準対象施設）

・第 8-3-2-1-2-4 図 原子炉格納容器安全設備系統図（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その４）（重大事故等対処設備）
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4.5 原子炉格納容器安全設備 

4.5.1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）） 

名 称 A-ドライウェルスプレイ管 

最 高 使 用 圧 力 MPa 

Pa 

 

3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 171（200） 

外 径 mm 267.4／355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をドライウェル

にスプレイするために設置する。 

重大事故等対処設備としては，外部水源を大量送水車により原子炉格納容器にスプレイす

るため，低圧原子炉代替注水槽の水を低圧原子炉代替注水ポンプにより原子炉格納容器にス

プレイするため，原子炉格納容器にスプレイし原子炉格納容器下部にスプレイ水を蓄水する

ため及びサプレッションチェンバのプール水を残留熱除去ポンプにより原子炉格納容器にス

プレイするために設置する。 

 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根

拠をＤ１,Ｄ２として下記に示す。 

原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の設計仕様を

表 4.5.1－1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の

設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ１：3.92MPa 

  設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力は，残留熱除去系主配管「A-格納

容器代替スプレイライン合流部～A-ドライウェルスプレイ管」の最高使用圧力に合わせ，

3.92MPa とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「A-格納容器代替スプレイライン合流部～A-ドライウェルスプレイ管」の使用圧力

に合わせ，3.92MPa とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：171℃（200℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度は，原子炉格納容器（ドライウェ

ル）の最高使用温度に合わせ，171℃とする。

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格

納容器（ドライウェル）の使用温度に合わせ，200℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱

除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時において使用する残留熱除去ポンプ

の容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の

外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の

外径と同仕様で設計し，267.4mm，355.6mm とする。 

  項目 

根拠 

外径 

（mm） 

厚さ 

（mm） 

口径 

（Ａ） 

流路面積 

（m2） 

流量 

（m3/h） 

流速 

（m/s） 

標準流速 

（m/s） 

Ｄ１ 267.4 15.1 250 0.04419 

Ｄ２ 355.6 19.0 350 0.07922 
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名 称 B-ドライウェルスプレイ管 

最 高 使 用 圧 力 MPa 

Pa 

 

3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 171（200） 

外 径 mm 267.4／355.6 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，設計基準対象施設として，サプレッションチェンバのプール水をドライウェル

にスプレイするために設置する。 

重大事故等対処設備としては，外部水源を大量送水車により原子炉格納容器にスプレイす

るため，原子炉格納容器にスプレイし原子炉格納容器下部にスプレイ水を蓄水するため並び

にサプレッションチェンバのプール水を残留熱除去ポンプ及び残留熱代替除去ポンプにより

原子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根

拠をＤ１,Ｄ２として下記に示す。 

原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の設計仕様を

表 4.5.1－1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の

設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ１：3.92MPa 

  設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力は，残留熱除去系主配管「B-格納

容器代替スプレイライン合流部～B-ドライウェルスプレイ管」の最高使用圧力に合わせ，

3.92MPa とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「B-格納容器代替スプレイライン合流部～B-ドライウェルスプレイ管」の使用圧力

に合わせ，3.92MPa とする。 

   



107 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1

-5
-7
 R
0 

【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：171℃（200℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度は，原子炉格納容器（ドライウェ

ル）の最高使用温度に合わせ，171℃とする。

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格

納容器（ドライウェル）の使用温度に合わせ，200℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱

除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時において使用する残留熱除去ポンプ

の容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の

外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の

外径と同仕様で設計し，267.4mm，355.6mm とする。 

  項目 

根拠 

外径 

（mm） 

厚さ 

（mm） 

口径 

（Ａ） 

流路面積 

（m2） 

流量 

（m3/h） 

流速 

（m/s） 

標準流速 

（m/s） 

Ｄ１ 267.4 15.1 250 0.04419 

Ｄ２ 355.6 19.0 350 0.07922 



 

108 

 

S2
 補

 Ⅵ
-1
-1

-5
-7
 R
0 

名 称 サプレッションチェンバスプレイ管 

最 高 使 用 圧 力 MPa 

Pa 

 

3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104（200） 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備として，サプレッションチェンバの

プール水をサプレッションチェンバにスプレイするために設置する。 

 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の設定根

拠をＤ３として下記に示す。 

原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の設計仕様を

表 4.5.1－1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード））主配管の

設計仕様表に示す。 

 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ１：3.92MPa 

  設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用圧力は，残留熱除去系主配管「A-サプ

レッションチェンバスプレイライン分岐部～サプレッションチェンバスプレイ管」及び「B-サ

プレッションチェンバスプレイライン分岐部～サプレッションチェンバスプレイ管」の最高

使用圧力に合わせ，3.92MPa とする。 

 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「A-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～サプレッションチェンバス

プレイ管」及び「B-サプレッションチェンバスプレイライン分岐部～サプレッションチェンバ

スプレイ管」の使用圧力に合わせ，3.92MPa とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ２：104℃（200℃）

設計基準対象施設として使用する本主配管の最高使用温度は，原子炉格納容器（サプレッシ

ョンチェンバ）の最高使用温度に合わせ，104℃とする。 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉格

納容器（サプレッションチェンバ）の使用温度に合わせ，200℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する残留熱

除去ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時において使用する残留熱除去ポンプ

の容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様以下であるため，本配管の

外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮して選定した設計基準対象施設の

外径と同仕様で設計し，114.3mm とする。 

  項目 

根拠 

外径 

（mm） 

厚さ 

（mm） 

口径 

（Ａ） 

流路面積 

（m2） 

流量 

（m3/h） 

流速 

（m/s） 

標準流速 

（m/s） 

Ｄ３ 114.3 6.0 100A 0.00822 *

  注記＊：サプレッションプール水冷却モードの設計流量 
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表 4.5.1－1 原子炉格納容器スプレイ設備（残留熱除去系（格納容器冷却モード）） 

主配管の設計仕様表 

注記＊：重大事故等時における使用時の値 

 

  

名    称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
管 

A-ドライウェルスプレイ管 

3.92 Ｐ１ 
171 

(200*) 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ１ 

355.6 Ｄ２ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

355.6 ― 

355.6 

/267.4 
― 

B-ドライウェルスプレイ管 

3.92 Ｐ１ 
171 

(200*) 
Ｔ１ 

267.4 Ｄ１ 

355.6 Ｄ２ 

355.6 

/355.6 

/355.6 

― 

355.6 ― 

355.6 

/267.4 
― 

サプレッションチェンバス

プレイ管 

3.92 Ｐ１ 
104 

(200*) 
Ｔ２ 

114.3 Ｄ３ 

114.3 

/114.3 

/114.3 

― 

114.3 ― 
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中　国　電　力　株　式　会　社

島根原子力発電所　第２号機
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 RV222-1A

工事計画認可申請 第8-3-2-1-1-2図

1910

原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を

明示した図面（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（その２）
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